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論文内容の要旨

〔目的〕

J asper et al. (1960) が学習中のサルの皮質ニューロン活動をはじめて記録して以来，種々の慢

性動物を用いて学習の神経機構に関する研究がニューロン活動のレベルで行なわれてきた。特にWoody

(1970) は協同研究者と共にネコの瞬目条件反射に関する一連の研究を行ない，運動皮質ニューロン

が条件刺激により放電頻度を増大させること，および同部位の微小電気刺激により瞬目反応を誘発す

る闇値が条件付けによって低下することを報告した。しかし，瞬目条件反射に関与する皮質ニューロ

ンの感覚性入力の面からの分析は未だ行なわれていない。そこで著者は条件反射に関与すると考えら

れる皮質ニューロンについて，その感覚性入力との関連性を明らかにする目的でこの実験を行なった。

〔方法ならびに成績〕

実験動物としてウサギ23頭を使用した。これらの動物を次の 3 群に分けた。 naive なウサギ (N 群，

8 頭) ，音と一側眼球への airpuff をそれぞれランダムに約 420回与えて，偽似条件付けを行なった動

物 (P 群， 3 頭) ，および音(条件刺激， CS) と air-puff (無条件刺激， US) を組合せて予め瞬目反

射を条件付けた動物 (C 群， 12頭)である。これらの動物について予め Nembutal麻酔下で，運動皮

質の単位ニューロン活動を導出するのに必要な手術，ならびに運動皮質ニューロンの性質をしらべる

ために皮質下諸構造(視床後内側腹側核，内側膝状体，脳幹網様体)に刺激電極を埋込む手術を行な

った。動物が手術より充分に回復した後に，運動皮質より単位ニューロン活動を導出し， C S (音)

および US (air-puff) , 更に皮質下諸構造の電気刺激が運動皮質ニューロン活動に及ぼす効果をし

らべた。その成績をまとめると次の如くである。
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(1) 分析の対象としたウサギ運動皮質ニューロンの総数は334個 (N群105個， p群89個， c群140

個)であった。

(2) CS提示中および提示終了後の放電頻度

3 群の動物の運動皮質から， CS (音)により放電頻度が有意に増大する type E ニューロン，減少す

る type 1 ニューロンおよび変化しない type Uニューロンが記録された。 N群と P群では type E と

type 1 ニューロンは少数であるが，音を CS として瞬目反射を条件付けた C群のウサギでは， C S 

に対して放電頻度を有意に増大する type E ニューロンが比較的多数であった (N群と C群間でPく

0.005, P群と C群聞でPく0.05) 。各群での刺激提示終了後の放電頻度の変化率を示すヒストグラム

においても上記と同様の傾向が認められた (N群と C群間でPく 0.001 ， P 群と C群間でPく 0.001) 。

CS に対して放電頻度を減少する type 1 ニューロンの出現頻度は 3 群間で差異がなかった。

(3) 放電頻度の変化時点と条件反射性筋電図出現時点との関係

瞬日反射を条件付けた C群の動物の運動皮質ニューロンのうち， type E ニューロンについて CS提

示開始時点より放電頻度が有意に変化しはじめるまでの反応潜時の分布ヒストグラムをしらべた。多

数の type E ニューロンは CS 開始後50~ 100msecで放電頻度を増大したが，末梢性条件反応(眼輪筋

筋電図)が最も多く出現した時間は CS開始後250~300msecであった。両者のピークタイムの差は

200msec で，この数字は各例について求めた平均値 (185msec) と近似した。

(4) 運動皮質ニューロン活動に対する皮質下電気刺激の効果

C群のウサギについて予め脳内に埋込んだ慢性電極より電気刺激を与えて，運動皮質ニューロン活

動に及ぼす影響をみた。 CS提示により放電頻度の変化を示さない type Uニューロンの大多数は皮質

下刺激によって殆んど影響されなかった。 type E ニューロンでは，視床後内側腹側核刺激に対して%

が放電頻度の増大，7;;が減少を示した。内側膝状体刺激では%が放電頻度の増大を示し，脳幹網様体

刺激では%のニューロンが放電頻度の増大を示した。 type 1ニューロンは皮質下刺激によって殆んど

影響されなかった。

〔総括〕

以上の成績から， naive なウサギや偽似条件付けを行なったウサギに比べて，瞬目反射を条件付け

たウサギの運動皮質では条件刺激(音)に促通的に反応するニューロンが増加し，かっこのニューロ

ンは内側膝状体および脳幹網様体の電気刺激に対して放電しやすい状態にあることが示唆される。

論文の審査結果の要旨

音を条件刺激とし， air puff を無条件刺激として瞬目条件反射を形成したウサギについて，大脳皮

質運動領野の単一ニューロンの放電を微小電極で記録し，これを対照群のウサギで得られた結果と比

較検討した。条件刺激により放電頻度が増加するニューロンが多く見出された。またこれらのニュー

ロンは内側膝状体，脳幹網様体の電気刺激に反応して放電頻度の増加を示した。

44 



この研究は従来主として脳波記録によってなされた条件反射形成の脳内過程の解析を単一一ニーロ

ンのレベルで行い，新しい知見を加えたもので，学位論文に値するものと認める。
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